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特別企画 「保健物理に期待する」

保健物 理に期 待する

金子 昌生

日本保健 物理学 会に入会 して間 もない ので, 本学会が

どんな 学 会か まだ 十 分に 認識 していないか も 知れな い

が, 大 きな期待を述べてみた い。

まず入会す るきっかけ となった のは, 本学会 や 日本 医

学放 射線学会(日 医放)な ど医療に関係す る学会 の横 の

繋 りのために発足 した医療放射線防護連絡'協議会 の通 信

会 員にな った 時に, 本学会 との 関連が 生 じた か らであ

る。

現在, 日医放で も防護委員会委 員であ り, 「ICRP勧 告

の 日本人への適用に関す る調査 」研 究を放医研か ら日医

放へ 研究委託 され, その 主 任研 究者を 長年 つ とめてお

り, 放射線医学 の教科書 で 「放射 線障害 ・防護 ・管理 と

超音波 ・磁気等 の安全性 」の項 を担 当 してい る。

狭義 の 「保健物理」 では, 主 として電離 放射線の人体

へ の安全性を守 るため の学 術研 究を行 うのが主体 と考え

られ るが, 本誌 でも有 水昇: MRIお よびUSに おけ る

生体お よび人体影響一静磁場, 時間変化磁場(Vol.25, 

235-245)の ごとく非電離放 射線の研究 も 発表 され てい

る。

放射線 医学 に包含 される範 囲 も年 々拡大 され, 広義 の

放 射線 のみな らず, 超音波, 磁力線, 高周波, マ イク ロ

波, レーザー, 温 熱な どの物理的エネルギーを含み, まさ

に量子 医学Quantum Medicineと な らんと している位

であ る。 これ らの物理的現象は医学に応用す るに際 し, 

画像 診断学 のみな らず, 腫瘍 の放射線治療や温熱 療法 の

手段 であ り, 医療 におけ るそ の恩恵 は多大 である。一方

では放射線被曝や非放射線に よる未知 の生体 への影響 な

どの問題があ り, まず線源の物理量か ら生体 に関与す る

時間的 因子, そ して, 物理 現象の複合作用な どの実態か

ら予防 まで, 系統的 に研 究す る学 問分野 として保健物理

を位置 付けたい。 宇宙 線な どの 自然放射線 も重要で, 人

工の放 射線の応用では, 原子力 と医療が大 きな対 象であ

り得 る.生 物側では, 人体では職業人 と一般大衆 も含 ま

れ, 地球環境的に考えれば, 動植物すべ て関係す る。特

に食物は人体へ の間接的影響が大 きい。 この ように考え

ると保健物理 の対象は無限大 とな り, 捕 え どころがむつ

か し くな って しま う。 しか し, 研究 は対 象が大 きいほ ど

自由があ って楽 しいものである。

原子力 関係 では, 安全管理 体制は保健物 理の実務 とし

て確立 され ている。 ところが医療の中では, 保健物理は

未発達 である。 医療 の現場では, 物理現象を応用す る医

療従事者 とその安全 を保つ管理担当者 も同一人が対処 し

ているのが 一般 的であ る。 た とえぽ 西部劇的に 考 える

と, 中立の保安官がいないので ある。

自分 で 自分 を取 締 まることはむつか しい。 そこで, 医

学教 育の中で, 保健物理学が必要な安全教育 と して立派

に実行 され るとともに, 保健物理担 当の後継者 も育成 さ

れ ることが望 ましい。 そ して医療 の現場 では医療 内容の

認識 が深 く, かつ, 安全管理 を担 当す るHealth Physics

Officerが 充足 され るべ きである。 このよ うな有給 の し

っか りした地位が確保 され ることが 医療 の中におけ る保

健 物理学 が根付 く最 も大 きな要 因であろ う。

最後に, Health Physicsは そ の発生 した いきさつは

ど うであれ, 現 実的にはPhysical Phenomenon物 理的

現象に関与す る生体 のHealth健 康保持 のため努 力す る

学問 と考えれぽ, 保健物理は名実共 にその名にふさわ し

い学問であ り, 21世 紀に 向け て人類 の幸福 のために役立

つ総合科学 の一つ で, その発 展が期 待され る。
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